
授業科目 担当者 実務経験
〇（専任
教員）

開講時期 ３学年前期 授業の方法 講義 単位数 1 時間数 30

授業概要

テキスト
参考文献

成績評価
の方法

専門課程シラバス

1,2　 臨床看護実践と総合評価オリエンテーション

3,4　 模擬病棟の受け持ち患者の事例展開

5,6　 チームの受け持ち時の 1 日の行動計画立案

7,8　 行動計画修正

9,10　 複数事例受け持ち時の行動計画の発表①

11,12　 複数事例受け持ち時の行動計画の発表②

13,14　 OSCE オリエンテーション

15,16　 シナリオ患者の理解①

17,18　 シナリオ患者の理解②

19,20　 演習

21,22　 演習

23,24　 複数受け持ち患者の看護① 実技試験

25,26　 複数受け持ち患者の看護② 実技試験

１．課題 40%、筆記試験 20% 2．実技試験 40%

 指定なし。事例に応じたテキストを準備

看護実践能力の育成における 3 年間の集大成として、状況判断に基づく安全の確認・確保と優
先順位を踏まえた個別 的看護実践ができる基礎的能力を養う。 客観的臨床能力試験（OSCE）
を実施し到達度を確認する。

27,28　 実技試験の振り返り、講義・グループワーク

29,30　まとめ

 　　　 終講試験

授業計画

統合技術 西村　容子


